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は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
歌
舞
伎
の
代
表
的
な
花
形
役
者
と
し
て
知
ら
れ

る
八
代
目
市
川
團
十
郎
の
甲
州
亀
屋
座
興
行
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。

筆
者
は
先
に
七
代
目
の
亀
屋
座
興
行
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る

1

が
、
今
回
は
そ

れ
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
八
代
目
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
に
團
十
郎

を
襲
名
し
、
そ
の
際
、
七
代
目
は
五
代
目
海
老
蔵
と
改
名
し
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
七
代
目
と
表
記
す
る
。

七
代
目
の
長
男
で
あ
る
八
代
目
は
甲
州
亀
屋
座
に
、嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

六
月
に
訪
れ
て
芝
居
を
上
演
し
て
い
る
。
父
で
あ
る
七
代
目
は
地
方
興
行
を
好

み
、
東
北
か
ら
九
州
に
か
け
て
様
々
な
地
域
を
訪
れ
て
お
り
、
亀
屋
座
に
も
生

涯
を
通
じ
て
四
度
訪
れ
て
い
る
。
一
方
、
八
代
目
は
、
三
十
二
歳
と
い
う
若
さ

で
没
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
亀
屋
座
出
演
は
生
涯
を
通
し
て
た
だ
一
度
だ
け
で

あ
っ
た
。

嘉
永
期
は
、
春
日
時
次
郎
、
足
利
光
氏
、
児
雷
也
、
切
ら
れ
与
三
郎
な
ど
、

八
代
目
の
当
た
り
役
が
次
々
と
誕
生
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
時
期

に
、
江
戸
以
外
の
地
域
で
芝
居
を
上
演
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
江
戸
の
観
客
・

贔
屓
を
最
も
尊
重
す
る
八
代
目
に
と
っ
て
は
大
変
な
決
断
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
八
代
目
が
江
戸
以
外
の
地
に
お
い
て
、
芝
居
を
上
演
し
た
の
は
、
管
見
の

限
り
嘉
永
六
年
六
月
の
甲
州
亀
屋
座
と
同
七
年
七
月
の
名
古
屋
若
宮
芝
居
だ
け

で
あ
る
。

江
戸
か
ら
甲
府
ま
で
の
ル
ー
ト
、
日
程
は
、
七
代
目
の
亀
屋
座
興
行
に
つ
い

て
の
考
察
と
同
様
、
浮
世
絵
師
歌
川
広
重
の
『
天
保
十
二
丑
と
し
卯
月
、
日
々

の
記
』
を
参
考
に
し
た
い

2

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
広
重
は
天
保
十
二
年
四
月
二
日

に
江
戸
を
出
立
し
た
。
朝
五
ツ
時
に
丸
之
内
を
出
立
し
、
四
谷
新
宿
、
荻
久

保
、
下
高
井
戸
、
上
高
井
戸
、
府
中
、
日
野
、
八
王
子
（
泊
）、
翌
日
は
八
王

子
を
出
立
し
て
、
散
田
村
、
駒
木
、
小
仏
峠
、
吉
野
宿
、
上
野
原
、
野
田
尻

（
泊
）、
三
日
目
は
犬
目
峠
、
猿
橋
、
大
月
、
初
狩
、
黒
野
田
宿
（
泊
）、
四
日

目
は
笹
子
峠
、
鶴
瀬
宿
、
勝
沼
宿
、
石
和
宿
に
至
り
、
そ
れ
よ
り
縄
手
を
越
え

て
甲
府
城
下
へ
到
着
し
た
。
広
重
は
途
中
何
度
も
休
憩
を
入
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
行
程
で
江
戸
か
ら
甲
府
ま
で
四
日
間
を
費
や
し
て
い
る
。
江
戸
歌
舞
伎
役

者
の
一
行
が
甲
府
ま
で
行
く
ル
ー
ト
は
幾
つ
か
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
八
代

目
一
行
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
江
戸
か
ら
真
っ

直
ぐ
甲
府
に
向
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
一
座
を
率
い
て
の
こ
と
な
の
で
、
広

八
代
目
市
川
團
十
郎
と
甲
州
亀
屋
座
興
行

木

村
　

涼
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重
と
同
じ
位
の
日
数
を
費
や
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
広
重

は
、
甲
府
城
下
に
入
っ
て
か
ら
、
た
び
た
び
亀
屋
座
の
芝
居
を
見
物
し
て
い
る

こ
と
が
『
天
保
十
二
丑
と
し
卯
月
、
日
々
の
記
』
か
ら
う
か
が
え
る
。

亀
屋
座
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
創
設
で
、
時
代
を
代
表
す
る
名
優
が
出

演
し
て
い
る
芝
居
小
屋
で
あ
る
。
父
七
代
目
の
岳
父
で
あ
る
五
代
目
松
本
幸
四

郎
や
父
七
代
目
と
と
も
に
江
戸
歌
舞
伎
で
活
躍
し
て
い
た
三
代
目
坂
東
三
津
五

郎
、
五
代
目
岩
井
半
四
郎
な
ど
も
一
座
を
率
い
て
芝
居
を
上
演
し
て
い
る
。

江
戸
歌
舞
伎
が
地
方
興
行
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
先
駆
的
な
成
果
が
古

井
戸
秀
夫

3

や
神
田
由
築

4

に
あ
る
こ
と
は
、
先
の
拙
稿
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の

両
者
の
研
究
は
、
寛
政
期
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
八
代
目
の

亀
屋
座
来
演
は
、
寛
政
期
よ
り
五
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
時
期
な
の
で
、
江

戸
歌
舞
伎
の
実
情
や
社
会
の
状
況
も
変
化
が
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
八
代
目

の
お
か
れ
た
立
場
や
環
境
、
七
代
目
が
江
戸
追
放
中
に
受
け
た
孝
子
表
彰
、
江

戸
歌
舞
伎
の
状
況
な
ど
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
亀
屋
座
に
お
け
る
芝
居
上
演
記
録
が
綴
ら
れ
て
い
る
冊
子
が
『
峡
中

戯
場
記
録
』
で
あ
る
。
こ
の
『
峡
中
戯
場
記
録
』
は
、大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

に
若
尾
謹
之
助
氏
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
山
梨
県
志
編
纂
会
が
、
県
下
の
寺
社
や

旧
家
等
か
ら
収
集
・
書
写
し
た
通
称
若
尾
資
料
と
呼
ば
れ
て
い
る
資
料
群
の
内

の
一
つ
で
あ
る
。
二
次
資
料
で
は
あ
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
か
ら
嘉

永
七
年
（
一
八
五
四
）
ま
で
の
約
九
〇
年
間
も
の
長
期
間
に
わ
た
る
百
七
十
五

興
行
の
芝
居
番
付
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
亀
屋
座
の
芝
居
興
行
を
体
系

的
に
知
る
上
で
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
『
峡
中
戯
場
記
録
』
を
編

年
順
に
一
覧
表
に
ま
と
め
、
歌
舞
伎
役
者
の
亀
屋
座
興
行
を
容
易
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
た

5

。

一
、
代
々
の
團
十
郎
の
亀
屋
座
出
演

『
甲
府
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
西
一
条
町
居
住
の
亀
屋
与
兵
衛
は
光
沢
寺
地
内

町
に
敷
地
を
求
め
、「
常
芝
居
地
」
と
す
る
願
い
を
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）

五
月
二
十
九
日
、
町
年
寄
に
提
出
し
た
。
亀
屋
与
兵
衛
は
、
一
ヵ
年
に
二
十
貫

文
の
上
納
と
町
方
土
橋
の
う
ち
魚
町
・
下
連
雀
町
・
上
一
条
町
・
金
手
町
・
元

紺
屋
町
の
五
箇
所
の
土
橋
の
架
替
え
の
人
足
と
も
に
一
式
を
務
め
る
こ
と
を

も
っ
て
冥
加
と
し
た
。
翌
二
年
四
月
に
は
、
芝
居
地
を
金
手
町
の
教
安
寺
境
内

へ
地
所
替
え
し
、
借
地
し
て
三
季
芝
居

6

を
営
む
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
こ
れ
が
亀

屋
座
の
前
身
で
あ
る
。
そ
の
後
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
西
一
条
町
に
芝

居
小
屋
（
間
口
十
一
間
・
奥
行
二
十
間
）
が
建
設
さ
れ
、
落
成
は
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
八
月
で
あ
っ
た

7

。

本
稿
で
は
、『
峡
中
戯
場
記
録
』
か
ら
八
代
目
が
亀
屋
座
に
出
演
し
た
嘉
永

期
を
抜
粋
、
記
載
し
た
。

嘉
永
期
の
亀
屋
座
に
は
、
八
代
目
の
他
に
も
父
七
代
目
を
は
じ
め
、
四
代
目

市
川
小
團
次
や
四
代
目
尾
上
梅
幸
、
三
代
目
関
三
十
郎
等
の
大
名
題
役
者
が
来

演
し
て
い
る
。

代
々
の
團
十
郎
を
み
る
と
、
亀
屋
座
来
演
は
五
代
目
か
ら
で
あ
る
。
七
代
目

の
祖
父
五
代
目
團
十
郎
の
来
演
は
五
回
を
数
え
る
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

四
月
六
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
芝
居
が
第
一
回
で
、
第
二
回
目
は
こ
の
後
直

ぐ
の
同
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
第
三
回
目
の
来
演
は
寛
政

五
年
六
月
、
第
四
回
目
は
同
七
年
六
月
、
第
五
回
目
は
同
九
年
六
月
で
あ
る
。

五
代
目
團
十
郎
は
、
は
じ
め
て
亀
屋
座
に
来
演
し
た
寛
政
三
年
四
月
の
芝
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『
峡
中
戯
場
記
録
』
に
み
る
芝
居
興
行
年
表
（
嘉
永
期
）　

年　

代

月　

日

大
名
題

場
割
・
他

出
演
役
者

座
元

頭
取

狂
言
作
者

嘉
永
元
年

六
月
四
日
〜

鬼
一
法
眼
三
略
巻

松
本
錦
升
・
中
村
琴
風
・
市
川
新
車
・

桐
谷
三
吉　

他
十
八
名

松
本
麗
五
郎

坂
東
羽
十
郎

升
田
錦
三

同　

二
年

三
月
三
日
〜

第
壱
番
目　

敵
討
天
下
茶
屋
村

第
弐
番
目　

伊
勢
音
頭
恋
の
釼

片
岡
愛
之
助
・
中
村
友
菊
・
中
村
の
し

ほ
・
中
村
福
之
助　

他
十
九
名

中
村
の
し
ほ

坂
東
羽
十
郎

同　

二
年

六
月
十
五
日

〜

鏡
山
粧
清
水

十
一
幕

坂
東
し
う
か
・
嵐
児
線
・
市
川
新
車
・

松
本
南
升　

他
二
十
七
名

坂
東
羽
十
郎

松
島
多
津
造
・

勝
見
文
枝

同　

三
年

二
月
二
十
三

日
〜

第
壱
番
目　

敵
討
浦
朝
き
り

第
弐
番
目　

 
忠
臣
連
理
し
か
ら

き

沢
村
瀧
之
助
・
浅
尾
勝
三
郎
・
市
川
米

太
郎
・
中
村
錦
風　

他
二
十
二
名

浅
尾
勝
三
郎

坂
東
羽
十
郎

松
島
其
二

同　

三
年

六
月
二
十
日

〜

第
壱
番
目　

梅
菊
戯
場
伊
達
幸

第
弐
番
目　

伊
勢
音
頭
恋
寐
束

尾
上
梅
幸
・
大
谷
友
右
衛
門
・
市
川
鰕

十
郎
・
尾
上
松
助　

他
十
九
名

尾
上
岩
五
郎

尾
上
梅
八
・

坂
東
羽
十
郎

梅
盛
舎
文
好　

同　

三
年

七
月
十
七
日

〜

仮
名
手
本
忠
臣
蔵　

大
序
ゟ
引
返
し
て

七
幕
つ
ゝ
き

尾
上
松
緑
・
浅
尾
為
十
郎
・
尾
上
三

朝
・
中
村
錦
風　

他
二
十
名

松
本
国
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

三
年

七
月
十
七
日

〜

夏
祭
浪
花
鑑　

五
幕

右
ニ
同
断

松
本
国
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

四
年

十
月

第
壱
番
目　

源
平
布
引
瀧

第
弐
番
目　

 

花
川
戸
御
ひ
い
き

男

市
川
ゑ
び
蔵
・
市
川
猿
蔵
・
市
川
團
之

助
・
松
本
国
五
郎　

他
十
七
名

花
菱
門
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

四
年

十
月

中
狂
言　

兜
軍
記　

琴
せ
め
の
段

右
ニ
同
断

花
菱
門
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

四
年

十
月

切
狂
言　

一
の
谷　

熊
谷
物
語
場

右
ニ
同
断

花
菱
門
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

五
年

三
月
一
日
〜

金
毘
羅
利
生
記　

花
の
上
野
ほ

ま
れ
の
石
ふ
み

八
ま
く
つ
ゝ
き

坂
東
橋
之
助
・
市
川
猿
三
郎
・
市
川
若

升
・
市
川
茂
々
三　

他
十
一
名

尾
上
三
津
十
郎

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作

同　

五
年

三
月
一
日
〜

第
二
番
目　

大
政
入
道
兵
庫
岬

甚
内
寺
子
屋
の
場

右
ニ
同
断

尾
上
三
津
十
郎

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作



― 4 ―

同　

五
年

六
月
二
十
日

〜

大
物
船
矢
倉
・
吉
野
花
矢
倉　

義
経
千
本
桜

第
二
番
目　

娘
扇
一
対
使
贔
屓

市
川
小
團
次
・
尾
上
梅
幸
・
市
川
九

蔵
・
市
川
粂
次
郎　

他
二
十
八
名

嵐
常
五
郎

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作

同　

五
年

十
一
月

二
十
二
日
〜

甲
斐
信
玄
・
越
後
謙
信　

信
州

川
中
島
合
戦　

三
幕
つ
ゝ
き

関
三
十
郎
・
関
三
之
助
・
中
村
歌
六
・

竹
岡
七
蔵　

他
十
四
名

木
場
寿
作

同　

五
年

十
一
月

二
十
二
日
〜

第
二
番
目　

姫
小
松
子
日
の
遊

二
幕

右
ニ
同
断

木
場
寿
作

同　

五
年

十
一
月

二
十
二
日
〜

大
切
所
作
事　

廓
文
章

右
ニ
同
断

木
場
寿
作

同　

六
年

三
月
四
日
〜

第
壱
番
目　

柵
自
来
也
噺　

九
幕

市
川
瀧
蔵
・
関
三
蔵
・
岩
井
花
升
・
中

嶋
蘭
三
郎　

他
二
十
一
名

三
枡
光
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

六
年

三
月
四
日
〜

第
二
番
目　

南
蛮
鉄
後
藤
目
貫

右
ニ
同
断

三
枡
光
五
郎

坂
東
羽
十
郎

同　

六
年

六
月
十
五
日

〜

第
壱
番
目　

仮
名
手
本
忠
臣

蔵
、
山
名
屋
浦
里
・
春
日
時
次

郎　

明
烏
夢
泡
雪

幡
谷
新
之
助
・
幡
谷
猿
蔵
・
中
村
歌

雀
・
川
嶋
屋
我
丈  　

他
二
十
名

花
菱
柿
猿

坂
東
羽
十
郎

篠
田
ぜ
ん
好
・

し
の
た
せ
ん

七
・
木
場
寿
作

同　

七
年

二
月
二
十
八

日
〜

翁　

千
歳　

三
番
叟

内
裡
模
様
源
氏
紫

坂
東
簑
助
・
中
村
寿
雀
・
坂
東
羽
十

郎
・
尾
上
栄
丈　

他
十
五
名

松
本
錦
猿

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作

同　

七
年

二
月
二
十
八

日
〜

第
壱
番
目　

箱
根
霊
験
躄
仇
討

大
序
ゟ
敵
討
ま
で

右
ニ
同
断

松
本
錦
猿

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作

同　

七
年

二
月
二
十
八

日
〜

第
弐
番
目　

関
取
二
代
鑑　

二
幕

右
ニ
同
断

松
本
錦
猿

坂
東
羽
十
郎

木
場
寿
作

同　

七
年

七
月
二
十
八

日
〜

第
壱
番
目　

 

苅
萓
韋
門
築
紫
車

栄

第
弐
番
目　

新
識
入
帯
屋
注
文

所
作
事　

積
恋
雪
関
扉

松
本
錦
升
・
岩
井
粂
三
郎
・
沢
村
源
之

助
・
岩
井
米
次
郎　

他
十
六
名

松
本
虎
蔵

松
嶋
仙
助
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居
で
は
、
後
の
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
に
七
代
目
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ

る
歌
舞
伎
十
八
番
の
内
「
助
六
」
の
花
川
戸
助
六
を
演
じ
て
い
る
。
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
六
月
二
十
四
日
か
ら
の
芝
居
及
び
同
五
年
六
月
に
上
演
し
た
芝

居
の
演
目
は
不
明
で
あ
る
。
同
七
年
六
月
に
は
、「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
の
宇

治
常
悦
、
大
黒
屋
惣
六
を
演
じ
て
い
る
。
同
九
年
六
月
は
「
白
猿
一
世
一
代
」

と
銘
打
ち
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
の
「
寺
子
屋
」
を
上
演
し
、
五
代
目
は
二
代

目
坂
東
三
津
五
郎
の
源
蔵
を
相
手
に
松
王
丸
を
演
じ
て
い
る
。

八
代
目
の
父
で
あ
る
七
代
目
も
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
六
月
、
同
七
年
六

月
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
六
月
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
十
月
の
四

回
亀
屋
座
に
お
い
て
芝
居
を
上
演
し
て
い
る
。
七
代
目
の
各
興
行
に
つ
い
て
は

拙
稿
に
あ
る

8

が
、
最
後
の
嘉
永
四
年
十
月
興
行
は
、「
一
世
一
代
」
と
銘
打
っ

た
興
行
で
「
此
狂
言
、
殊
ニ
大
入
ニ
御
座
候
」
と
記
さ
れ
る
程
盛
況
を
極
め
、

四
男
の
市
川
猿
蔵
（
十
七
歳
）
と
共
演
し
て
い
る
な
ど
、
七
代
目
に
と
っ
て
記

念
の
興
行
で
あ
っ
た
。

七
代
目
の
最
後
の
興
行
か
ら
二
年
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
八

代
目
團
十
郎
は
「
幡
谷
新
之
助
」
と
名
乗
り
亀
屋
座
に
出
演
し
て
い
る
。
八
代

目
は
こ
の
時
、
す
で
に
團
十
郎
を
襲
名
し
て
い
る
が
、
そ
の
名
は
用
い
ず
、
初

代
團
十
郎
の
出
身
地
で
成
田
の
幡
ヶ
谷
と
い
う
地
名
と
自
身
の
海
老
蔵
の
前
名

で
あ
る
新
之
助
を
合
わ
せ
て
用
い
て
い
る
。

父
七
代
目
も
江
戸
以
外
で
の
興
行
で
は
「
市
川
團
十
郎
」
の
名
は
使
用
し
て

い
な
い
。
五
代
目
團
十
郎
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
一
一
月
、
都
座
に
お
い

て
、
引
退
興
行
を
し
た
後
に
初
め
て
用
い
た
名
で
あ
る
「
成
田
屋
七
左
衛
門
」

や
「
市
川
ゑ
ひ
蔵
」
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
。
市
川
團
十
郎
を
名
乗
ら
な
い

で
、
他
の
名
前
を
用
い
る
こ
と
は
五
代
目
團
十
郎
の
時
か
ら
み
ら
れ
る
。
五
代

目
は
第
一
回
目
と
第
二
回
目
の
亀
屋
座
出
演
で
は
「
市
川
團
十
郎
」
と
名
乗
っ

て
い
た
が
、
あ
と
の
三
回
の
興
行
で
は
名
を
「
市
川
ゑ
ひ
蔵
」、「
市
川
鰕
蔵
」、

「
市
川
白
猿
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。

五
代
目
の
第
一
回
目
、
第
二
回
目
の
甲
州
亀
屋
座
出
演
直
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
御
江
都
飾
鰕
』
で
は
、「
し
さ
い
ら
し
き
お
と
こ
」
が
「
む
か
し
よ
り
富
士
の

山
と
浅
草
の
く
わ
ん
音
・
團
十
郎
此
三
つ
は
う
ご
ひ
た
事
が
な
ひ
と
い
ふ
に
ど

う
し
た
事
だ
」
と

9

述
べ
て
い
る
。

團
十
郎
は
江
戸
の
役
者
だ
と
い
う
贔
屓
の
認
識
、
江
戸
を
出
て
他
で
芝
居
を

す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
贔
屓
の
意
識
が
あ
る
の
で
、
五
代
目
の
甲
州
亀
屋
座

出
演
は
江
戸
の
贔
屓
に
と
っ
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
驚
愕
の
出
来
事
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
江
戸
の
贔
屓
の
心
情
を
慮
っ
て
、
五
代
目
も
亀
屋
座
出
演

三
回
目
以
降
は
「
市
川
團
十
郎
」
と
名
乗
ら
ず
、
仮
名
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
江
戸
の
贔
屓
の
心
情
を
大
切
に
考
え
る
七
代
目
も
八
代
目
も
、

江
戸
以
外
で
の
芝
居
出
演
に
際
し
て
名
前
を
仮
名
に
し
て
い
る
の
は
、
五
代
目

に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
八
代
目
の
孝
子
表
彰

八
代
目
は
、
七
代
目
が
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
六
月
、
天
保
改
革
に
お

け
る
風
俗
取
締
政
策
の
一
環
で
あ
る
奢
侈
禁
止
令
に
抵
触
し
た
と
し
て
江
戸
十

里
四
方
追
放
の
処
罰
を
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
に
申
し
渡
さ
れ
て
以
後
、
七
代
目

と
い
う
後
ろ
盾
を
な
く
し
な
が
ら
も
芝
居
に
精
進
し
、
江
戸
歌
舞
伎
の
花
形
役

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。

七
代
目
追
放
の
三
年
後
の
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
五
月
八
日
、
八
代
目

は
、
親
・
姉
妹
・
弟
へ
の
孝
心
が
評
判
と
な
り
北
町
奉
行
遠
山
景
元
か
ら
孝
子
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表
彰
さ
れ
た

0

。

弘（
一
八
四
五
）

化
二
乙
巳
年
五
月
八
日
、
北
御
奉
行
所
ニ
而
被
仰
渡
候
間
、
町
中
自
身

番
屋
江
張
出
置
可
申
候

　
　
　
　
　
　
　
　

申
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猿
若
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

專
助
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
舞
伎
役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

團（
八
代
目
）

十
郎

其
方
儀
幼
年
ゟ
柔
和
ニ
而
、
父
母
之
心
ニ
背
事
な
く
芸
道
心
掛
、

①去

ル（
天
保
十
三
年
）

寅
年
父（

七
代
目
團
十
郎
）

海
老
蔵
御
仕
置
ニ
相
成
、
其
方
若
年
故
父
ゟ
者
給
金
高
も
相

劣
り
、
其
上
借
金
厄
介
多
く
、
難
渋
之
暮
方
ニ
有
之
所
、
給
金
受
取
候

度
毎
ニ
初
穂
と
号
除
置
、
其
後
海

（
七
代
目
團
十
郎
）

老
蔵
住
居
致
す
下
総
国
幡
谷
村
江
相

贈
り
、

②同
人
大
坂
江
旅
行
い
た
す
節
も
、
路
用
其
外
厚
く
手
当
致
し
、

繁
々
書
状
を
以
機
嫌
を
聞
、
返
書
之
趣
委
細
す
み
江
申
聞
安
心
為
致
、

同（
天
保
十
三
年
）

年
八
月
、

③同
人
病
気
之
砌
者
水
を
あ
び
成
田
不
動
江
平
癒
之
祈
願
致
、

薬
煎
食
事
拵
等
、
自
身
取
扱
看
病
も
行
届
、
其
上

④歌
舞
伎
役
者
共
一
統
猿

若
町
江
引
移
候
ニ
付
、
其
方
も
当
時
之
住
居
江
罷
越
、
弥
麁
服
・
麁
食
を

心
掛
ヶ
候
ニ
付
、

⑤不
勝
手
之
様
子
を
母
心
配
い
た
す
間
、
諸
事
質
素
ニ
致

候
間
、
困
窮
ニ
ハ
無
之
趣
ニ
申
成
置
、
朝
夕
食
物
・
衣
類
等
も
不
自
由
ニ

無
之
様
心
を
用
ひ
、
芝
居
興
行
中
狂
言
之
幕
間
も
有
之
時
者
、
宅
江
立

帰
リ
母
之
機
嫌
を
聞
、
妹
ま
す
・
弟
新
之
助
共
相
応
ニ
身
分
片
付
致
し

遣
、
幼
年
之
弟
幸
蔵
を
い
た
わ
り
養
育
致
、
姉
み
つ
を
も
睦
敷
厄
介
致
し

置
、

⑥其
方
父
之
弟
子
団
兵
衛
者
七
十
歳
ニ
相
成
養
ふ
も
の
も
無
之
ニ
付
引

取
置
、
病
中
ゟ
死
後
ニ
至
迄
、
厚
く
世
話
致
し
遣
、

⑦其
方
歳
頃
ニ
も
相
成

候
間
、
妻
を
迎
候
様
申
勧
候
も
の
あ
り
と
も
、
自
然
母
之
気
ニ
い
ら
ぬ
節

者
心
遣
之
趣
ニ
て
相
断
、

⑧四
年（

天
保
十
三
年
）

程
以
前
ゟ
毎
朝
精
進
茶
だ
ち
ニ
て
、
成
田

村
新
勝
寺
之
不
動
江
日
参
い
た
し
、
父
之
身
分
無
事
之
帰
国
を
祈
り
、
母

之
心
を
も
慰
め
、
右
躰
孝
心
を
尽
し
兄
弟
等
之
世
話
行
届
候
段
、
奇
特
之

儀
ニ
付
、
為
御
褒
美
、
鳥
目
拾
貫
文
取
ら
せ
遣
候

右
申
渡
之
趣
證
文
申
付
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
團（
八
代
目
）

十
郎
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す　

み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
役
人

右
之
通
申
渡
候
間
其
旨
可
存

　
　

巳（
弘
化
二
年
）

五
月

右
の
「
孝
子
表
彰
申
渡
状
」
で
は
、
表
彰
の
具
体
的
要
因
が
①
〜
⑧
の
通
り

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
で
、
八
代
目
は
鳥
目
十
貫
文
を
北
町
奉
行
遠

山
景
元
か
ら
賜
っ
た
。
こ
の
八
代
目
の
表
彰
要
因
を
み
て
い
き
た
い
。

①
の
「
去
ル
寅
（
天
保
十
三
）年
父（
七
代
目
團
十
郎
）

海
老
蔵
御
仕
置
ニ
相
成
」
と
は
、
父
七
代
目
が
、
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
十
六
日
発
令
の
奢
侈
禁
止
令
に
抵
触
し
た
と
し

て
、
翌
十
三
年
六
月
二
十
二
日
、
南
町
奉
行
鳥
居
耀
蔵
か
ら
江
戸
十
里
四
方
追

放
を
申
し
渡
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

!

。

ま
た
①
の
「
其
後
海
（
七
代
目
團
十
郎
）

老
蔵
住
居
致
す
下
総
国
幡
谷
村
」
は
、
追
放
を
申
し
渡

さ
れ
た
七
代
目
が
、
下
総
国
幡
谷
村
に
あ
る
成
田
山
で
蟄
居
し
て
い
る
こ
と
を

示
す

@

。
な
お
七
代
目
が
成
田
山
に
蟄
居
し
て
い
る
間
、
七
代
目
の
親
族
が
赦
免

の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た

#

。

②
の
「
大
坂
江
旅
行
い
た
す
節
」
は
、
追
放
の
処
罰
を
受
け
た
七
代
目
が
、

成
田
山
で
約
一
年
間
過
ご
し
た
後
、
大
坂
方
面
へ
出
立
し
た
こ
と
を
示
す

$

。
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③
の
「
成
田
不
動
江
平
癒
之
祈
願
致
」
は
、
市
川
團
十
郎
家
と
成
田
山
の
深

い
関
係
を
示
し
て
い
る
。
両
者
の
関
係
は
、
初
代
團
十
郎
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
代
々
の
團
十
郎
は
成
田
山
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
江
戸
歌
舞
伎
界
に

お
い
て
確
固
た
る
位
置
に
存
在
し
て
い
る
。
八
代
目
も
父
七
代
目
が
成
田
山
に

祈
願
を
し
て
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
成
田
不
動
を
篤
く
信
仰
し
て
い
た

%

。

④
の
「
歌
舞
伎
役
者
共
一
統
猿
若
町
江
引
移
候
」
は
、
幕
府
が
天
保
十
二
年

十
二
月
、
江
戸
三
座
に
対
し
、
堺
町
・
葺
屋
町
か
ら
浅
草
へ
の
移
転
命
令
を
出

し
、
歌
舞
伎
関
係
者
が
浅
草
猿
若
町
へ
強
制
移
転
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
政
策
は
天
保
改
革
期
の
歌
舞
伎
弾
圧
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。

⑤
の
「
妹
ま
す
・
弟
新
之
助
共
相
応
ニ
身
分
片
付
致
し
遣
」
は
、
八
代
目

が
、
妹
ま
す
を
坂
東
簑
助
の
所
へ
嫁
が
せ
、
弟
新
之
助
（
七
代
目
市
川
高
麗

蔵
）
を
六
代
目
松
本
幸
四
郎
の
養
子
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

孝
子
表
彰
後
の
八
代
目
に
関
す
る
記
事
が
、『
役
者
豊
年
蔵
』
に
あ
る
。「
三

升
連
」
が
、「
当
時
江
戸
の
流
行
ハ
何
で
も
か
で
も
八
代
目
、
か（

簪

）

ん
ざ
し
や
は

も
ち
ろ
ん
、
え（
絵
草
紙
）

ぞ
う
し
・
食
類
も
三
升
〳
〵
」
と
評
し
て
い
る
。

八
代
目
は
、
父
七
代
目
の
追
放
処
断
と
は
相
反
す
る
形
で
幕
府
か
ら
表
彰
さ

れ
、
一
層
の
人
気
を
博
し
て
い
る
中
で
の
亀
屋
座
出
演
で
あ
っ
た
。

三
、
嘉
永
六
年
六
月
亀
屋
座
興
行

父
七
代
目
は
地
方
興
行
に
積
極
的
に
向
か
う
役
者
で
あ
っ
た
が
、
八
代
目
は

江
戸
以
外
の
地
で
の
芝
居
に
は
出
演
し
て
い
な
か
っ
た
。
八
代
目
は
、
七
代
目

が
江
戸
追
放
中
居
住
し
て
い
た
大
坂
に
出
向
き
、
七
代
目
と
対
面
し
た
が
、
上

方
の
芝
居
に
は
出
演
し
な
か
っ
た
。
七
代
目
は
追
放
赦
免
さ
れ
江
戸
に
復
帰
し

て
も
、
江
戸
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
そ
の
後
も
上
方
方
面
に
出
掛
け
芝
居
に
出

演
し
て
い
る
。し
か
し
八
代
目
が
七
代
目
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
八
代
目
で
あ
る
が
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
の
亀
屋
座
興

行
に
出
演
し
た
。
こ
の
興
行
で
は
七
代
目
と
は
共
演
し
て
い
な
い
。
亀
屋
座
興

行
に
出
演
す
る
直
前
、
八
代
目
は
、
中
村
座
に
出
勤
し
て
い
た
。
同
年
三
月
に

「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
で
演
じ
た
与
三
郎
が
大
当
た
り
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
後

日
狂
言
と
し
て
五
月
三
日
か
ら
も
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
が
演
じ
ら
れ
、
四
代

目
尾
上
梅
幸
の
お
富
を
相
手
に
、
八
代
目
は
伊
豆
屋
与
三
郎
、
後
ニ
向
疵
の
与

三
な
ど
を
演
じ
て
い
た
。
ま
た
、
常
磐
津
「
嶋
廻
色
為
朝
」
で
伊
豆
の
御
曹
子

為
朝
を
演
じ
て
い
た

^

。

中
村
座
で
、
八
代
目
は
七
代
目
の
三
男
七
代
目
市
川
高
麗
蔵
（
六
代
目
松
本

幸
四
郎
の
養
子
）、
四
男
市
川
猿
蔵
や
七
男
市
川
あ
か
ん
平
と
も
共
演
し
て
い

る
。
こ
の
時
期
、
父
で
あ
る
七
代
目
は
上
方
で
芝
居
出
演
し
て
い
る
。
長
男
で

あ
る
八
代
目
は
自
身
の
兄
弟
の
面
倒
を
み
る
立
場
に
あ
り
、
中
村
座
に
兄
弟

共
々
出
勤
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
中
村
座
の
興
行
は
六
月
三
日
に
千
秋
楽

を
迎
え
、
十
三
日
後
の
六
月
十
六
日
に
八
代
目
は
亀
屋
座
の
芝
居
に
出
演
し
た

の
で
あ
る

&

。

そ
の
亀
屋
座
興
行
の
願
い
書
き
に
関
し
て
は
、
甲
府
町
年
寄
坂
田
与
一
左
衛

門
家
の
嘉
永
六
年
の
『
御
用
日
記
』
の
六
月
十
三
日
に
記
載
が
あ
る

*

。

一　

 

西
一
条
町
与
兵
衛
来
芝
居
興
行
今
日
初
日
相
願
候
処
、
病
人
等
有

之
、
且
又
道
具
揃
兼
候
間
来
ル
十
六
日
ゟ
相
始
候
段
届
来
ル

亀
屋
与
兵
衛
の
願
い
書
き
に
よ
れ
ば
、
八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
は
、
当
初
、

願
い
書
き
が
提
出
さ
れ
た
六
月
十
三
日
が
初
日
の
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
一
座
に

病
人
な
ど
が
お
り
、
芝
居
道
具
も
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
十
六
日
か
ら
開
始
す
る

と
あ
る
。
演
目
は
、「
假
名
手
本
忠
臣
蔵
」、「
山
名
屋
浦
里　

春
日
屋
時
次
郎
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三
味
線

　

鶴
沢
与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
取

　

坂
東
羽
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
元

　

花
菱
柿
猿

　
　
　
　
（
下
段
）

千
葉
小
太
郎
・
塩
谷
判
官

千
崎
弥
五
郎
・
浦
里

　

幡
谷
猿
蔵

見
嶋
丁
法
印

　

市
川
茂
三
蔵

与
市
兵
衛

　

市
川
市
太
郎

　

市
川
か
ま
介

　

市
川
鯛
十
郎

原
郷
右
衛
門

　

花
菱
錦
猿

一
文
字
や
才
兵
衛

師
直　

九
太
夫

本
蔵　

数
右
衛
門

　

川
嶋
屋
我
丈

山
名
や
四
郎
兵
衛

　

中
村
千
代
飛
助

　

音
成
屋
靏
助

　

花
菱
純
五
郎

　

花
菱
柿
猿

大
日
坊　

右
馬
之
丞

　

花
菱
錦
升

定
九
郎

鳴
神
志（
マ
マ
）渡
太
郎

若
狭
之
介 

か
ん
平

由
良
之
助

　

幡
谷
新
之
助

平
右
衛
門

餝
磨
宅
兵
衛

佐
藤
与
茂
七

狂
言

　

篠
田
ぜ
ん
好

作
者

　

し
の
た
ぜ
ん
七

　

木
場
寿
作

名
代

亀
屋
座

（『
峡
中
戯
場
記
録
』
よ
り
作
成
）

嘉
永
六
丑
年
六
月
興
行

嘉
永
六
丑
年
六
月
十
五
日
よ
り

　

第
壱
番
目　
　
　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

　

山
名
屋
浦　

里

　

春
日
屋
時
次
郎  
明
烏
夢
泡
雪

　
　
　
　
（
上
段
）

　

坂
東
佳
好

　

市
川
福
之
丞

　

市
川
三
す
じ

　

坂
東
栄
五
郎

　

市
川
幸
吉

　

尾
上
春
五
郎

　

中
村
鬼
二
郎

　

坂
東
坂
蔵

　

市
川
米
三

と
な
せ
・
母
お
か
や
・
こ
し
元
・
若
ば

　

岩
井
花
舛

か
ほ
よ
ご
ぜ
ん
・
お
か
る
・

逢
坂
姫
・
お
い
し
・
け
い
せ
い
浮
橋

　

中
村
歌
雀

　

清
元
八
尾
太
夫

　

清
元
清
八
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
線

　

清
元
延
三

　

清
元
し
ゆ
ん
三

　

花
川
蝶
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
う
た

　

芳
村
藤
四
郎

　

芳
村
佐
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
味
せ
ん

　

杵
屋
長
助

　

杵
屋
■
太
郎

　

き
く
川
留
吉

　

ふ
く
原
山
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し
連
中
　

ふ
く
原
■
い
吉

　

野
田
倉
吉

　

福
原
治
右
衛
門

　

花
川
多
加
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た

　

吉
住
小
文
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
瑠
璃

　

竹
本
元
太
夫
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明
烏
夢
泡
雪
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
興
行
で
は
、
八
代
目
こ
と
「
幡
谷
新
之
助
」
と
と
も
に
「
幡
谷
猿
蔵
」

と
称
し
た
弟
市
川
猿
蔵
が
共
演
し
て
い
る
。
ま
た
、「
花
菱
」
と
あ
る
の
は
、

松
本
幸
四
郎
家
の
定
紋
が
「
四
つ
花
菱
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
本
幸
四
郎
の

一
門
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
花
菱
錦
升
」
と
あ
る
の
は
、
八
代
目
と
同
じ
中
村

座
に
出
演
し
て
い
た
弟
七
代
目
市
川
高
麗
蔵
（
六
代
目
松
本
幸
四
郎
の
養
子
）

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
六
代
目
松
本
幸
四
郎
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

十
二
月
に
没
し
て
い
る
が
、「
錦
升
」
は
六
代
目
幸
四
郎
の
俳
名
で
あ
る
。
六

代
目
幸
四
郎
の
養
子
で
あ
る
七
代
目
高
麗
蔵
が
こ
の
名
を
使
用
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
他
に
、
中
村
座
に
所
属
し
て
い
る
役
者
と
し
て
、
中
村
千
代
飛
助

や
市
川
三
す
じ
等
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
花
川
蝶
十
郎
と
い
う
江
戸
を
代
表
す
る
振
付
師
の
名
も
み
ら
れ
る
。

嘉
永
期
の
「
芝
居
興
行
年
表
」
を
み
る
と
「
頭
取
」
は
こ
の
時
期
、
坂
東
羽
十

郎
が
勤
め
て
い
る
。
役
者
評
判
記
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
者
な
の
か
は

判
明
し
が
た
い
が
、
こ
の
時
期
、
興
行
の
度
に
「
頭
取
」
を
勤
め
る
こ
と
が
多

い
の
で
亀
屋
座
関
係
者
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
座
元
」
の
「
花
菱
柿
猿
」
は
役
者
と
し
て
出
演
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も

具
体
的
に
何
者
な
の
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
「
花
菱
」
や
「
柿
猿
」
と

い
っ
た
文
言
か
ら
は
幸
四
郎
一
門
か
あ
る
い
は
團
十
郎
一
門
の
役
者
で
あ
ろ
う

と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
出
演
役
者
は
役
者
評
判
記
や
辻
番
付
、
役
割
番

付
、
絵
本
番
付
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
。

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
は
、
八
代
目
は
桃
井
若
狭
之
介
、
早
野
勘
平
、
大

星
由
良
之
助
、
寺
岡
平
右
衛
門
、
飾
磨
宅
兵
衛
、
佐
藤
与
茂
七
を
演
じ
て
い

る
。

ま
た
、「
山
名
屋
浦
里
・
春
日
屋
時
次
郎　

明
烏
夢
泡
雪
」
の
春
日
屋
時
次

郎
は
、
亀
屋
座
に
来
る
直
前
に
八
代
目
が
演
じ
て
い
た
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」

の
与
三
郎
と
同
様
に
八
代
目
の
当
た
り
役
で
あ
る
。

嘉
永
期
、
八
代
目
の
代
表
的
な
当
た
り
役
と
し
て
、
嘉
永
四
年
二
月
、
市
村

座
「
明
烏
花
濡
衣
」
の
時
次
郎
、
同
年
九
月
、
市
村
座
「
源
氏
模
様
娘
雛
形
」

の
光
氏
、
同
五
年
七
月
、
河
原
崎
座
「
児
雷
也
豪
傑
譚
話
」
の
児
雷
也
、
同
六

年
三
月
、
中
村
座
「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」
の
与
三
郎
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

亀
屋
座
で
上
演
さ
れ
た
「
明
烏
夢
泡
雪
」
は
、
も
と
新
内
浄
瑠
璃
の
名
題

で
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）、
吉
原
揚
屋
の
抱
三
吉
野
と
蔵
前
の
金
持
ち
の

息
子
伊
之
助
と
が
心
中
し
た
出
来
事
を
新
内
浄
瑠
璃
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ

る
。
八
代
目
は
嘉
永
四
年
二
月
の
市
村
座
で
、
三
代
目
桜
田
治
助
増
補
の
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
裏
表
二
十
二
幕
の
通
し
に
出
演
し
た
が
、
第
八
段
目
の
裏
が

「
明
烏
花
濡
衣
」
で
あ
り
、
佐
藤
与
茂
七
実
ハ
春
日
屋
時
次
郎
を
演
じ
て
い
る
。

出
語
は
清
元
で
、
浄
瑠
璃
名
題
を
「
明
烏
花
濡
衣
」
と
い
い
、
文
句
は
ほ
と
ん

ど
そ
っ
く
り
「
明
烏
夢
泡
雪
」
を
借
り
て
い
た
。
八
代
目
の
時
次
郎
、
坂
東
し

う
か
の
浦
里
で
あ
っ
た

(

。

嘉
永
四
年
の
市
村
座
と
同
様
、
亀
屋
座
で
も
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
を
上
演

し
て
い
る
の
で
、「
明
烏
夢
泡
雪
」
は
増
補
の
形
態
と
思
わ
れ
る
が
、
八
代
目

の
演
じ
た
役
名
の
中
に
時
次
郎
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、

佐
藤
与
茂
七
実
ハ
春
日
屋
時
次
郎
で
上
演
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
の
時
次
郎
の
恋
人
浦
里
を
演
じ
た
の
は
、
坂
東
し
う
か
で
は
な
く
八

代
目
の
弟
の
猿
蔵
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
江
戸
で
は
み
ら
れ
な
い
配
役
の

兄
弟
共
演
が
成
立
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
演
じ
た
大
星
由
良
之
助
は
八
代
目
に

と
っ
て
初
役
で
あ
っ
た
。
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こ
の
興
行
の
番
付
に
み
ら
れ
る
「
川
嶋
屋
我
丈
」
は
、
高
師
直
や
斧
九
太
夫

な
ど
の
敵
役
を
演
じ
て
い
る
。「
我
丈
」
は
上
方
歌
舞
伎
役
者
初
代
片
岡
市
蔵

の
俳
名
で
あ
る
。
市
蔵
は
役
柄
的
に
は
実
悪
の
名
人
で
あ
り
、
嘉
永
七
年
正
月

刊
行
の
評
判
記
『
役
者
武
勇
伝
』
に
は
「
京
・
大
坂
大
芝
居
惣
役
者
目
録
」
の

中
で
「
実
悪
巻
頭　

大
上
上
吉
」
と
さ
れ
て
い
る
。
屋
号
は
松
島
屋
（
初
め
竹

川
屋
・
天
満
屋
）
で
「
川
嶋
屋
」
で
は
な
い
が
、
役
柄
か
ら
い
っ
て
も
市
蔵
の

当
た
り
役
と
一
致
し
て
く
る
の
で
、「
川
嶋
屋
我
丈
」
を
初
代
片
岡
市
蔵
と
仮

定
し
て
み
た
い
。
片
岡
市
蔵
は
亀
屋
座
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
演
じ
て
い
る

高
師
直
を
、
亀
屋
座
興
行
の
三
カ
月
前
の
三
月
に
大
坂
中
の
芝
居
「
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
」
で
演
じ
て
い
る
。
ま
た
、
亀
屋
座
出
演
直
前
の
五
月
、
京
都
北
側
芝

居
「
け
い
せ
い
曽
我
物
語
」
で
七
代
目
團
十
郎
は
曽
我
五
郎
、
悪
七
兵
衛
景
清

を
、
市
蔵
は
小
林
朝
比
奈
を
演
じ
て
い
る
。　

七
代
目
と
市
蔵
の
共
演
、
八
代
目
と
市
蔵
の
共
演
は
七
代
目
の
上
方
興

行
、
八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
の
時
だ
け
で
は
な
い
。
市
蔵
は
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
冬
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
か
け
て
江
戸
に
下
り
三
座

の
芝
居
に
出
演
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
時
に
七
代
目
、
八
代
目
と
幾
つ

か
の
共
演
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
だ
七
代
目
が
團
十
郎
、
八
代
目
が
海
老
蔵
を

名
乗
っ
て
い
た
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
十
一
月
、
市
村
座
「
江
戸
好
菊
伊
達

染
」
で
は
、
七
代
目
の
荒
獅
子
男
之
助
、
三
浦
屋
四
郎
兵
衛
、
不
破
伴
左
衛
門

実
ハ
河
内
次
郎
政
元
、
八
代
目
の
面
売
ご
ぜ
の
赤
蔵
に
対
し
、
市
蔵
は
大
江
鬼

つ
ら
、
馬
士
三
八
、
赤
井
悪
右
衛
門
を
演
じ
て
い
る

)

。
な
お
、
こ
の
時
、
七
代

目
は
河
原
崎
座
に
所
属
し
て
い
た
が
、「
ス
ケ
」
と
し
て
八
代
目
と
共
に
市
村

座
に
出
演
し
て
い
る
。
続
い
て
天
保
四
年
八
月
、「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
は

七
代
目
が
天
河
屋
義
平
、
市
蔵
は
高
師
直
を
演
じ
て
い
る

a

。
同
年
十
一
月
の
市

村
座
の
顔
見
世
「
恋
入
対
弓
取
」
で
は
七
代
目
の
悪
源
太
義
平
、
遠
藤
武
者
盛

遠
、
瀬
尾
の
太
郎
兼
安
、
八
代
目
の
渋
谷
金
王
丸
昌
俊
、
瀧
登
り
の
八
に
市
蔵

は
弾
正
左
衛
門
、
長
田
庄
司
忠
宗
を
演
じ
て
い
る

b

。
翌
年
の
同
五
年
、
市
村
座

「
三
幅
対
書
初
曽
我
」
で
は
七
代
目
の
曽
我
の
箱
王
丸
時
宗
、
海
賊
毛
剃
九
右

衛
門
、
箱
根
の
閉
坊
、
出
村
町
の
出
村
新
兵
衛
、
京
の
次
郎
、
八
代
目
の
景
清

一
子
あ
ざ
丸
に
市
蔵
は
曽
我
家
臣
鬼
王
新
左
衛
門
、
近
江
の
小
藤
太
を
演
じ
て

い
る

c

。「
姫
小
松
子
日
遊
」
で
は
七
代
目
の
ね
つ
こ
の
岩
実
ハ
有
王
丸
に
市
蔵

は
い
ば
ら
の
藤
兵
衛
を
演
じ
て
い
る
。
江
戸
の
芝
居
で
も
、
市
蔵
は
ほ
と
ん
ど

敵
役
を
こ
な
し
て
い
る
。

亀
屋
座
興
行
に
は
、
同
じ
中
村
座
所
属
の
、
芸
域
が
広
い
こ
と
で
知
ら
れ
る

四
代
目
市
川
小
團
次
や
敵
役
を
本
領
と
す
る
三
代
目
関
三
十
郎
等
が
同
行
し
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
八
代
目
に
対
す
る
敵
役
役
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
七

代
目
が
高
師
直
、
九
太
夫
等
を
当
た
り
役
と
す
る
市
蔵
に
依
頼
を
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
八
代
目
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
江
戸
以
外
で
の
芝
居
興
行

で
あ
り
、
当
然
七
代
目
自
身
も
出
演
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
七
代
目
は
亀

屋
座
へ
は
出
向
か
ず
、「
海
老
蔵
、
團
蔵
宮
嶋
へ
下
ル

d

」
と
記
さ
れ
て
い
る
様

に
、
六
代
目
團
蔵
と
と
も
に
「
芸
州
宮
島
大
芝
居
」
に
出
演
し
て
い
る
。
宮
嶋

の
芝
居
は
、
少
な
く
と
も
六
月
十
六
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
確
認
で
き
る

e

。
な
お
、
七
代
目
は
、
こ
の
「
芸
州
宮
島
大
芝
居
」
に
、

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
六
月
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、
最
晩
年
の

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
六
月
と
生
涯
に
三
度
出
演
し
て
い
る

f

。

本
来
な
ら
ば
、
七
代
目
自
身
は
父
で
も
あ
り
、
敵
役
も
演
じ
ら
れ
る
の
で
、

八
代
目
初
の
亀
屋
座
興
行
に
出
演
し
て
盛
り
立
て
て
も
よ
い
立
場
に
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
に
は
出
演
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
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「
芸
州
宮
島
大
芝
居
」
出
演
の
契
約
が
先
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推

察
さ
れ
る
。
七
代
目
自
身
が
宮
島
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
敵

役
と
し
て
片
岡
市
蔵
を
亀
屋
与
兵
衛
か
八
代
目
に
紹
介
し
、「
川
嶋
屋
我
丈
」

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
川
嶋
屋
我
丈
」
が
「
初
代
片
岡
市
蔵
」
で
あ
る
可
能

性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
亀
屋
座
興
行
終
了
後
、
市
蔵
は
九
月
、
大
坂
竹
田
芝

居
「
苅
萱
桑
門
築
紫

」
で
新
洞
左
衛
門
を
演
じ
て
い
る
。
な
お
、
亀
屋
座
出

演
の
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
江
戸
に
お
い
て
八
代
目
と
の
共
演
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
終
了
に
関
し
て
は
『
御
用
日
記
』
の
七
月
六
日
に
次

の
様
に
記
さ
れ
て
い
る

g

。

　

一　

 

西
一
条
町
与
兵
衛
来
芝
居
興
行
病
人
有
之
ニ
付
、
昨
日
限
り
相
仕
舞

候
段
届
出
候

こ
の
こ
と
か
ら
、
芝
居
興
行
期
間
は
、
病
人
が
で
な
け
れ
ば
も
っ
と
続
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
六
月
十
六
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
約
二
十
日
間
で

あ
っ
た
と
知
れ
る
。

な
お
、
嘉
永
七
年
正
月
刊
行
『
役
者
武
勇
競
』
に
よ
れ
ば
、
八
代
目

（
三
十
一
歳
）
は
、「
惣
巻
頭　

白
大
上
上
吉
」
と
位
付
け
さ
れ
、
一
座
の
中
で

は
最
上
位
で
あ
っ
た

h

。
ま
た
、
嘉
永
六
年
の
八
代
目
の
給
金
は
父
七
代
目
と
同

額
の
千
両
で
あ
っ
た

i

。

八
代
目
の
亀
屋
座
来
演
以
前
に
七
代
目
は
四
回
来
演
し
て
お
り
、
甲
州
に
は

熱
烈
な
七
代
目
贔
屓
が
存
在
し
て
い
る
。「
松
亭
」
と
い
う
狂
歌
名
を
持
ち
、

七
代
目
と
の
狂
歌
の
や
り
と
り
も
頻
繁
で
あ
っ
た
甲
府
魚
町
の
割
烹
松
阪
屋
源

右
衛
門
は
、
甲
府
の
老
舗
の
一
つ
で
、
七
代
目
が
甲
府
に
来
演
す
る
度
の
定
宿

に
な
っ
て
い
る

j

。
こ
う
し
た
贔
屓
は
八
代
目
の
興
行
に
も
当
然
支
援
を
送
る
は

ず
で
あ
る
。
八
代
目
に
と
っ
て
は
市
川
團
十
郎
を
支
援
し
て
く
れ
る
甲
州
に
お

け
る
贔
屓
の
存
在
、
贔
屓
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
あ
ら
た
め
て
再
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
た
亀
屋
座
興
行
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
代
目
が
江
戸
を
立
ち
亀
屋
座
出
演
の
最
中
、
江
戸
三
座
は
芝
居
を
休
座
し

て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
浦
賀
表
江
ア
メ
リ
カ
船
渡
来
に
て
、
江
戸
表

騒
動
大
か
た
な
ら
ず
、
諸
大
名
方
よ
り
海
岸
そ
れ
〳
〵
御
固
メ
の
御
人
じ
ゆ
御

操
出
し
に
相
成
、
中
〳
〵
芝
居
見
物
に
行
人
少
く
、
夫
故
同（
六
月
）月
九
日
よ
り
休
ニ

相
成

k

」
と
あ
る
。
こ
の
記
載
は
市
村
座
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
河

原
崎
座
も
同
様
で
あ
っ
た
。
市
村
座
で
は
六
月
一
日
か
ら
初
日
を
出
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
た
た
め
大
騒
ぎ
に

な
り
、
江
戸
社
会
が
芝
居
を
享
受
す
る
状
況
で
は
な
く
な
っ
た
。
中
村
座
は
中

心
的
存
在
の
八
代
目
が
亀
屋
座
に
出
演
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
も
と
も
と
休

座
で
あ
っ
た
。

黒
船
が
六
月
十
二
日
に
引
き
上
げ
た
た
め
、
市
村
座
で
は
十
六
日
か
ら
初
日

を
迎
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
、
今
度
は
、
六
月
二
十
二
日
に
十
二
代

将
軍
徳
川
家
慶
が
没
し
、
翌
七
月
二
十
二
日
に
発
喪
が
触
れ
出
さ
れ
、
芝
居
も

「
御
停
止
」
に
な
っ
た
。

八
代
目
は
黒
船
が
来
航
し
て
い
た
最
中
は
亀
屋
座
に
出
演
し
、
江
戸
不
在
で

あ
っ
た
が
、
家
慶
が
没
し
、
芝
居
が
「
御
停
止
」
の
期
間
は
江
戸
に
戻
っ
て
き

て
お
り
次
の
芝
居
上
演
に
備
え
て
い
た
。

九
月
十
三
日
に
な
っ
て
「
鳴
物
停
止
」
が
赦
さ
れ
た
。
市
村
座
は
九
月
二
十

日
か
ら
芝
居
を
再
開
し
、
河
原
崎
座
は
九
月
十
七
日
よ
り
芝
居
を
再
開
し
た
。

中
村
座
で
は
「
か
ね
て
も
く
ろ
ミ
あ
り
し
鍋
島
座
頭
、
猫
の
怪
異
、
右
の
趣
向
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を
花
野
の
嵯
峨
猫
又
さ
う
し
と
い
ふ
大
名
題
に
て
、
十
五
日
よ
り
ば
ん
付
出

て
、
直
さ
ま
初
日
に
も
可
相
成
の
所
、
右
狂
言
な
べ
し
ま
家
よ
り
殊
の
外
や
か

ま
し
く
申
出
し
、
御
番
所
よ
り
差
留
を
願
ひ
出
し
け
れ
バ
、
御
は
ん
所
ニ
て
も

い
ろ
〳
〵
御
り
か
い
あ
り
し
か
ど
も
、
中
〳
〵
勤
番
も
の
不
承
知
ニ
て
、
せ
ひ

な
く
廿（
九
月
）日
ニ
北
御
ば
ん
所
よ
り
御
呼
出
し
ニ
て
、
右
狂
げ
ん
ば
つ
た
り
と
御
さ

し
と
め
ニ
成
、
夫
故
惣
さ
ら
ひ
の
場
所
ニ
て
、
直
ニ
八
幡
祭
と
か
わ
る

l

」
と
い

う
仕
儀
に
な
っ
た
。「
鳴
物
停
止
」
が
赦
さ
れ
て
直
ぐ
に
中
村
座
で
は
佐
賀
藩

の
猫
の
怪
異
を
趣
向
に
取
り
込
ん
だ
「
花は
な
の埜ゝ
嵯さ

が峨
猫ね
こ
ま
た
そ
う
し

鬼

稿
」
と
題
し
た
芝
居

を
上
演
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
佐
賀
藩
主
松
平
肥
前
守
こ
と
鍋
島
斉
正
か

ら
芝
居
差
し
止
め
の
要
求
が
南
町
奉
行
池
田
播
磨
守
頼
方
に
あ
り
、
南
町
奉
行

も
そ
れ
に
応
じ
た
た
め
、
九
月
二
十
日
に
座
元
で
あ
る
勘
三
郎
が
南
町
奉
行
所

に
呼
び
出
さ
れ
、
芝
居
の
差
し
止
め
を
通
達
さ
れ
た
。
結
局
、
こ
の
芝
居
は
一

日
も
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
替
わ
り
の
芝
居
「
当
穐
八
幡
祭
」
の
初
日
は
九

月
二
十
四
日
に
幕
を
あ
け
、
八
代
目
は
、
南
方
十
次
兵
衛
、
南
与
兵
衛
、
幻
長

五
郎
、
船
橋
源
左
衛
門
を
勤
め
た
。

八
代
目
が
亀
屋
座
へ
出
演
中
、
江
戸
で
は
ペ
リ
ー
の
来
航
が
あ
り
、
芝
居
が

上
演
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
八
代
目
が
江
戸
へ
戻
る
と
、
今
度
は
将

軍
喪
中
の
た
め
「
鳴
物
停
止
」
と
な
り
、
一
定
期
間
が
過
ぎ
て
や
っ
と
芝
居
が

上
演
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
読
物
な
ど
で
評
判
の
芝
居
上
演
の
準
備
を
す
る

と
、
鍋
島
家
か
ら
お
家
に
関
す
る
も
の
と
し
て
芝
居
が
中
止
さ
せ
ら
れ
る
な

ど
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
は
、
八
代
目
の
亀
屋
座
興
行
を
挟
ん
で
江
戸
歌

舞
伎
は
予
期
せ
ぬ
事
態
の
連
続
で
あ
っ
た
。

亀
屋
座
出
演
翌
年
の
嘉
永
七
年
八
月
六
日
、
八
代
目
は
、
七
代
目
と
共
演
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
大
坂
中
の
芝
居
初
日
に
自
殺
を
遂
げ
、
三
十
二
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
。
続
い
て
弟
猿
蔵
も
、
八
代
目
が
み
ま
か
っ
た
翌
年
の
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
九
月
二
十
八
日
に
二
十
一
歳
の
若
さ
で
没
し
て
い
る
。
長
男
と

四
男
に
若
く
し
て
先
立
た
れ
た
七
代
目
だ
が
、
猿
蔵
が
没
し
た
四
年
後
の
安
政

六
年
三
月
二
十
三
日
に
六
十
九
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
五
代
目
、
七
代
目
が
甲
州
亀
屋
座
に
来
演
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
八
代
目
團
十
郎
の
甲
州
亀
屋
座
興
行
に
つ
い
て
江
戸
歌
舞
伎
の
状
況

と
結
び
つ
け
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
っ
た
。

江
戸
の
地
を
離
れ
ず
、
父
不
在
の
中
で
市
川
團
十
郎
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
た
八
代
目
が
出
演
し
た
甲
州
亀
屋
座
は
、
地
方
の
一
芝
居
小
屋
と
い
う

概
念
で
は
括
れ
な
い
。
八
代
目
以
前
に
も
五
代
目
、
七
代
目
を
は
じ
め
江
戸
か

ら
大
名
題
役
者
が
次
々
と
来
演
し
、「
座
元
亀
屋
与
兵
衛
、
茶
屋
も
多
し
、
の

れ
ん
等
多
く
江
戸
に
ま
な
ふ

m

」
と
あ
る
よ
う
に
芝
居
小
屋
も
与
兵
衛
が
江
戸
三

座
に
学
ん
で
造
作
し
て
い
る
。
亀
屋
座
は
江
戸
三
座
に
準
じ
た
芝
居
小
屋
と
し

て
定
着
し
位
置
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
八
代
目
も
亀
屋
座
が
こ
う
し
た
環
境

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
出
演
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
甲
州
に

は
七
代
目
か
ら
の
贔
屓
も
存
在
し
、
支
援
の
態
勢
も
整
っ
て
い
た
と
い
う
環
境

も
、
八
代
目
来
演
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
を
動
か
な
い
象
徴
で
あ
っ
た
市
川
團
十
郎
が
、
七
代
目
は
「
芸
州
宮
島

大
芝
居
」、
八
代
目
は
「
甲
州
亀
屋
座
」
へ
と
、
親
子
が
共
に
兄
弟
や
門
弟
を

率
い
て
、
同
時
期
に
江
戸
を
離
れ
そ
れ
ぞ
れ
別
の
地
域
で
芝
居
に
出
演
す
る
と

い
う
極
め
て
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。

今
回
の
亀
屋
座
興
行
に
は
、
八
代
目
と
同
じ
中
村
座
に
所
属
し
て
い
る
四
代
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目
尾
上
梅
幸
や
四
代
目
市
川
小
團
次
、
三
代
目
関
三
十
郎
等
は
出
演
し
て
い
な

い
。
八
代
目
を
主
軸
と
し
、
成
田
屋
一
門
に
八
代
目
の
弟
高
麗
蔵
の
高
麗
屋
一

門
が
加
わ
っ
た
若
手
主
体
で
構
成
さ
れ
た
亀
屋
座
興
行
で
あ
っ
た
。

八
代
目
團
十
郎
の
江
戸
以
外
の
地
に
お
け
る
興
行
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
、
甲
州
亀
屋
座
興
行

を
取
り
上
げ
検
討
し
て
き
た
こ
と
は
、
数
少
な
い
八
代
目
の
地
方
興
行
を
解
明

す
る
上
で
意
義
が
あ
り
、
八
代
目
研
究
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
一
歩
前

進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
）
拙
稿
「
七
代
目
市
川
團
十
郎
と
甲
州
亀
屋
座
興
行
」（
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー

バ
ルC

O
E

紀
要
『
演
劇
映
像
学2010

第4

集
』（
二
〇
一
一
年
三
月
）
刊
行

予
定
）。

（
２
）
山
梨
県
立
博
物
館　

調
査
・
研
究
報
告
３
『
歌
川
広
重
の
甲
州
日
記
と
甲

府
道
祖
神
祭
』（
山
梨
県
立
博
物
館　

二
〇
〇
八
年
）。

（
３
）
古
井
戸
秀
夫
「
近
世
演
劇
と
地
方
」（『
國
語
と
國
文
学
』
特
集
号　

第

六
十
四
巻
第
五
号　

一
九
八
七
年
）。

（
４
）
神
田
由
築
「
江
戸
の
役
者
と
地
方
興
行　

―

甲
府
と
会
津
若
松
」（
服
部
幸

雄
編
『
寛
政
期
の
前
後
に
お
け
る
江
戸
文
化
の
研
究
』
千
葉
大
学
大
学
院
社
会

文
化
科
学
研
究
科 

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書　

二
〇
〇
〇
年
）。

（
５
）
註
１
前
掲
書
。

（
６
）
三
季
芝
居
に
つ
い
て
、
神
田
由
築
「
江
戸
の
役
者
と
地
方
興
行―

甲
府
と

会
津
若
松
」
の
中
で
、「『
三
季
』
と
は
彼
岸
と
盆
を
含
む
、
三
月
・
七
月
・
九

月
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
７
）
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
甲
府
市
史　

通
史
編　

第
二
巻　

近
世
』

（
一
九
九
二
年
）
八
三
七
〜
八
四
二
頁
。

（
８
）
註
１
前
掲
書
。

（
９
）『
御
江
都
飾
鰕
』（
演
博ﾛ

3-405

）
に
拠
る
。

（
10
）
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
五
月
八
日
「
八
代
目
團
十
郎
へ
の
孝
子
表
彰
申

渡
状
」（『
弘
化
雑
記
』
七　

内
閣
文
庫
所
蔵
）。

（
11
）『
天
保
撰
要
類
集
』
二
九
三　

Ｙ
Ｄ
五
四―

六
六
（
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
）。

（
12
）
成
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
成
田
市
史　

中
世
・
近
世
編
』（
成
田
市    

一
九
八
六
年
）
七
二
二
〜
七
二
三
頁
。

（
13
）
関
根
只
誠
著
・
関
根
正
直
校
訂
「
市
川
水
の
筋
」（『
演
劇
叢
話
』
廣
文
堂

書
店　

一
九
一
四
年
）
三
八
二
頁
。

（
14
）
註
12
前
掲
書
七
二
三
頁
。

（
15
）
旭
寿
山
著
『
成
田
不
動
霊
験
記
』（
大
本
山　

成
田
山
新
勝
寺
成
田
山
仏
教

研
究
所　

一
九
八
一
年
）
五
九
〜
六
〇
頁
。

（
16
）
役
割
番
付
（
演
博ﾛ

24-1-632

）
に
拠
る
。

（
17
）
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
『
江
戸
芝
居
番
付
朱
書
書
入
れ
集
成
』（
早
稲
田

大
学
出
版
部　

一
九
九
〇
年
）
一
九
五
頁
。

（
18
）『
御
用
日
記
』（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
）
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月

十
三
日
条
。

（
19
）
河
竹
繁
俊
・
濱
村
米
蔵
・
渥
美
淸
太
郎
『
世
話
狂
言
傑
作
集
』
第
九
巻

（
春
陽
堂　

一
九
二
六
年
）
の
「
巻
末
に
」
の
三
〜
四
頁
。

（
20
）
役
割
番
付
（ﾛ

24-7-5A
G

）
に
拠
る
。

（
21
）
辻
番
付
（ﾛ

22-17-12

）
に
拠
る
。

（
22
）
役
割
番
付
（ﾛ

24-7-5AW

）
に
拠
る
。

（
23
）
役
割
番
付
（ﾛ

24-1-396

）
に
拠
る
。
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（
24
）
伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
七
三
年
）

五
八
〇
頁
。

（
25
）
薄
田
太
郎
・
薄
田
純
一
郎
著
『
宮
島
歌
舞
伎
年
代
記
』（
国
書
刊
行
会    

一
九
七
五
年
）
一
二
二
〜
一
二
五
頁
。 

（
26
）
註
25
前
掲
書
。

（
27
）『
御
用
日
記
』（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
）
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月

六
日
条
。

（
28
）
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
『
役
者
武
勇
競
』（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
所
蔵
）。

（
29
）「
嘉
永
六
丑
の
顔
見
世
橋
尽
し
見
立
評
判
記
」（
演
博ﾛ

18-98-51

）
に
拠
る
。

（
30
）
菊
池
明
・
林
京
平
「
信
州
川
路
と
市
川
海
老
蔵
」（『
演
劇
研
究
』
第
六
号

　

一
九
七
三
年
）。

（
31
）
註
17
前
掲
書
一
九
五
〜
一
九
六
頁
。

（
32
）
註
17
前
掲
書
二
〇
九
〜
二
一
〇
頁
。

（
33
）「
甲
斐
廼
手
振
」（
甲
斐
叢
書
刊
行
会
『
甲
斐
叢
書
』
七
巻　

一
九
七
四
年
）

三
〇
五
頁
。

【
附
記
】 

本
稿
で
使
用
し
た
亀
屋
座
関
係
資
料
の
閲
覧
に
関
し
て
は
山
梨
県
立
博
物

館
学
芸
員
高
橋
修
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。


